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れ、懐帝を捕らえ、彼らが都としていた平陽（山西省臨汾市）に去る。311（永嘉 5）年 6 月の
ことである。「永嘉の乱」の第一幕である。313（同 7）年正月、懐帝は平陽で殺害され、その報
に接した司馬鄴が同（建興元）年 4 月、長安で即位するが（愍帝）、彼もまた 316（建興 4）年




うして北涼の王沮渠牧犍が北魏に降った 439 年までの 140 年近くにわたり、華北（河西・遼東・
四川など周辺地域も含む）に多くの政治権力が興亡をくり返す〈五胡十六国〉時代に突入してい




































〈 8 〉内乱と移動の世紀 － 4 ～ 5 世紀中国における漢族の移動と中央アジア－（關尾）


























































































































































時代（501 ～ 640 年）の墓誌には、祖先の本貫を記すものがある。全部でも 228 方のうち 33 方






























2007 年発掘簡報」）［図 9］。このうち 7 座が魏晋時代以降、中国各地で築造された磚室墓であっ
た（残りの 3 座のうち 2 座は小型の竪穴土坑墓、1 座は甕棺墓）。前者の報告があえて「漢式」
と形容したのはそのためであろう。また 2010 年にも同じ場所で 5 座の磚室墓が発見された（新
疆文物考古研究所「新疆庫車友誼路魏晋十六国墓葬 2010 年発掘報告」）。合わせて 15 座の墓から
構成される小さな墓群が営まれていたことが明らかになったのだが、なかでも3号墓（07XKYM3．







ば仏爺廟湾 37 号墓（95DFM37．ただし実際には新店台墓群に含まれる）では、12 層にわたり
磚が積み上げられ、その多くに神獣が描かれている［図 12］。これに比べると、友誼路 3 号墓の
門楼は 5 層とやや貧弱だが、仏爺廟湾 37 号墓の画像磚が平らな表面に彩色で描かれているのに
対して、こちらは図像を彫り出しており（いわゆる雕磚）、高い技術力を必要とする。じつは敦
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煌でも同じような画像磚が、1982 年に新店台墓群の墓から［図 13］、また 2000 年には仏爺廟湾




















土するのは高さ 20cm 以上に及ぶ陶製の壷だが、敦煌に限っては高さが 10cm 未満の粗い作りの
ものがほとんどである［図 18］。そのかわりと言うべきか、当初は墓ごとに 1 点ずつ埋納されて
















































（６）『晉書』巻 14 地理志上涼州条によれば、金城郡は 269（泰始 5）年、涼州から新設の秦州に移管さ
れている。その後秦州は置廃を繰り返したが、金城郡自体は 286（太康 7）年以降は、狄道・臨洮
両県を含む隴西郡とともに、秦州の管下にあって 4 世紀を迎えた。したがって張軌が涼州刺史とし









いる。しかし明版『十六國春秋』巻 72 前涼録 3 や、湯球『十六國春秋輯補』巻 70 前涼録 4 などに
は記載を欠く。ただ「前涼建興廿四（336）年三月周振・孫阿惠墓券」（1998 年，駱駝城南墓群出土．






























考古学』，第 5 章「諸葛亮の ｢北伐｣ と涼州」）。したがってこの一帯には早い時期から長期にわたっ
てソグド人の集落があったと思われるのだが、河西地域を東西に結ぶ幹線ルートと、北は居延、南
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「北涼玄始十（421）年八月張德政妻法
靜鎮墓瓶」（1980 年，仏爺廟湾 1 号墓




MNIN1 号墓出土，高さ 11.5 ×口径 5.2
×底径 10.7cm）：
日中共同ニヤ遺跡学術調査隊編『日中・
中日共同尼雅遺跡学術調査報告書』第 3
巻，図版十三の 7．
